
子どもの育ちと学びをつなぐ
～安心して自分を発揮できる小学校生活を目指して～

【仏向地区】幼保小連携推進地区事業２年目
向原幼稚園
仏向小学校



テーマ設定の理由

「子どもは有能な学び手であり、１年生は0からのスタートで

はない」という前提を教職員で理解し、入学した子どもたちが、

小学校は安心して自分を発揮できる場所であると感じるため

に、幼稚園・保育園での経験や育ちを知り、小学校への学びへ

と繋げていくことを目指している。



推進内容

・効果的な保育、教育活動を具体的に探り、実践や交流活動を通して検

証する。

・生活科や行事などの交流を通して、幼児期の学びとの連携を意識した

子どもの主体的な活動を進めていく。

・小学校と園の職員同士で話す機会を設け、コロナ禍で希薄化してしまっ

た幼保小の繋がりを綿密にする必要があるという認識を広める。

小学校へ入学した子どもが、幼稚園・保育所・認定こども

園などのあそびや生活を通した学びと育ちを基礎として、



今年度力を入れたこと

・子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

→子どもたちの交流

・職員の連携

→小学校公開、連携研修

小学校へ入学した子どもが、幼稚園・保育所・認定こども



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

幼稚園・保育所・認定こども園などのあそ
びや生活を通した学びと育ちを基礎として、
主体的に自己を発揮し、新しい学校生活
を作り出していく

思いや願いを
生かした学習

職員間での
共通認識・協力

園ではどうだった？
「やってみたい」
を大切に

スタートカリキュラム
の意図

合科的な学習

園での経験が
生かせるような環境



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

4月９日 （火） １日目

意識するのは、幼保の学びを引き継ぐことです。
幼保では、「最上級生として頼りになる存在」
として、小学校に入学しています。「小学校で
はこう！」も時には必要ですが、基本姿勢として、
「幼稚園ではどうだった？」「保育園ではどう
だった？」と子どもに問いかけ、自主性を促す
ことを大切にしてください。 「教える」×「一緒
に考える」◎

職員間での共通認識・協力



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

園での経験が
生かせるような環境

4月９日 （火） １日目



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

よみきかせ

すきな「パン」

仲間理解 数かぞえ

粘土でパンづくり

4月10日 （水） 2日目弾力的な時間割の設定
思いや願いを
生かした学習

言葉による伝え合い

数量への関心

豊かな感性と表現

遊びの延長
にある学び



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

はてな→たんけん

弾力的な時間割の設定う
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思いや願いを
生かした学習

園での経験が
生かせるような環境



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

はてな→たんけん

弾力的な時間割の設定
思いや願いを
生かした学習

園での経験が
生かせるような環境

なんだか いいにおいが
するね！

きっと きゅうしょくの
においだよ！

そうです、
きょうから きゅうしょくが
はじまります！

みにいきたい！！！！



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

はてな→たんけん

思いや願いを
生かした学習 合科的な学習

4階

2階 教室

4階

2階 教室

1階職員室

発見

共有

見に行く

話し合い

相談

4階 達成



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

弾力的な時間割の設定

はてな→たんけん

やってみたい！

予定では
無いから

時数的に、、
思いや願いに沿って

チャンス と思ったら 柔軟に対応



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

子どもの 「やってみたい！」を 大切に



子どもの思いや願いを叶えるカリキュラムマネジメント

２月２５日 ４園を呼んだ交流



職員の連携



職員の連携



職員の連携



成果・課題

【成果】

・子どもの主体的な姿 ・職員同士の繋がりの継続

【課題】

・見通しのある交流 ・研修後の各施設での実践集約

・１年生以外の交流




